






の
手
続
き
と
称
し
て
い
る
訴
訟
に
よ
っ
て
、
紛
争
を
解
決
す
る
機
会
を

広
く
与
え
よ
う
と
し
て
、
選
択
し
て
い
る
根
本
原
理
な
の
で
す
。

三
番
目
は
将
来
の
世
代
の
た
め
に
、
地
球
を
保
持
し
、
育
て
て
い
く

よ
う
に
我
々
が
信
託
さ
れ
て
保
管
し
て
い
る
と
い
う
原
理
で
す
。
ま
た

子
供
達
は
、
私
達
が
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
数
々
の
目
標
に
対
し
て
、
制

限
を
加
え
て
き
た
よ
う
な
制
度
の
も
と
で
、
生
き
て
い
く
と
予
測
し
て

い
る
の
で
、
子
孫
に
、
古
く
か
ら
の
分
別
の
一
部
や
移
民
達
の
愚
か
し

さ
を
削
減
し
た
上
で
、
制
度
を
残
す
の
で
す
。

ま
た
別
の
原
理
な
の
で
す
が
、
社
会
主
義
が
い
た
っ
て
よ
く
判
断
で

き
る
、
非
常
に
入
念
な
基
盤
の
も
と
で
実
行
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

製
薬
会
社
は
、
自
社
の
製
品
で
死
者
が
出
て
い
る
と
判
っ
て
い
て
も

実
験
室
で
の
テ
ス
ト
結
果
を
秘
密
に
し
て
い
ま
す
。

二
つ
の
原
理
す
な
わ
ち
、
製
薬
会
社
の
行
動
を
制
止
す
る
目
的
で

罰
す
る
た
め
に
公
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
ま
た
消
費
者
は
哲

学
的
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
長
続
き
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

私
は
、
こ
れ
は
一
つ
の
弱
点
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
達
は
知
的
体

験
か
ら
出
発
し
て
、
も
っ
と
抽
象
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
達
は
、
個
別
の
も
の
と
、
も
っ
と
一
般
的
な
動
機
づ
け
に
よ
る
哲

学
の
両
方
を
も
つ
べ
き
で
す
。
あ
な
た
方
は
毎
日
仕
事
に
就
く
時
に
、

自
分
自
身
の
価
値
体
系
は
置
き
去
り
に
し
て
き
て
、
知
的
技
能
を
会
社

や
政
府
機
関
に
売
り
渡
し
て
、
自
分
自
身
の
良
心
を
抑
え
つ
け
て
し
ま

っ
た
り
し
な
い
で
、
あ
な
た
方
の
知
的
技
能
と
、
人
間
と
し
て
の
価
値

体
系
を
結
び
つ
け
る
、
こ
の
種
の
活
動
に
、
よ
り
多
く
参
加
し
て
も
ら

え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
４
市
民
運
動
を
や
っ
て
い
く
上
で
、
社
会
的
弱
者
、
少
数
派
を
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
こ
う
い
う
人
達
と
つ
な
が
り
を
持
ち
得
た

の
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
企
業
の
弊
害
に
対
し
て
運
動
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
の
社

会
の
少
数
者
に
つ
い
て
運
動
し
て
い
る
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、
市
民
の
自

由
や
、
市
民
の
権
利
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。
私
達
の
分
析

に
よ
る
と
、
社
会
で
は
、
企
業
や
他
の
経
済
利
益
団
体
の
手
に
な
る
不

正
な
分
配
力
に
よ
っ
て
、
私
達
の
お
か
れ
て
い
る
多
く
の
状
況
が
ひ
き

お
こ
さ
れ
て
、
市
民
が
貧
し
く
な
る
よ
う
に
形
が
歪
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、
私
達
は
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
活
動
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．
あ
な
た
が
気
に
か
け
て
お
ら
れ
る
活
動
領
域
に
は
、

公
民
権
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
し
、
市
民
の
自
由
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。
私
達
は
企
業
の
弊
害
や
政
府
の
権
利
の
乱
用
に
対
し

て
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
は
各
々
が
同
じ
ル
ー
ル
に
の
っ
と

っ
て
い
ま
す
．

た
だ
や
り
方
に
よ
っ
て
運
動
が
各
々
特
殊
に
分
化
し
て
い
る
だ
け
な

の
で
す
。
私
達
は
弊
害
に
対
し
て
運
動
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
同

じ
く
、
人
種
、
肌
の
色
、
主
義
主
張
の
も
と
に
差
別
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、
少
数
の
黒
人
を
排
斥
し
て
、
色
々
と

有
害
な
方
法
を
と
る
人
達
に
反
対
し
て
、
差
別
し
な
い
よ
う
に
と
、
虐

待
に
対
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。
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市民の力により大文字山ゴルフ場計画中止に！
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奇

シ･

醗
認
・
漉
彦
〃
・
蕊
鈎
駐
慰
謝
顎
″
劉
騨
向
毒
睡
郡
灌
瀕
轍
建
礒
蕊
製

●
八
木
啓
代
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
二
月
十
一
日
（
日
）
十
八
時
三
十
分
～

場
所
／
ほ
ん
や
ら
洞
二
階
（
今
出
川
通
寺
町
西
入
ル
）
料
金
／

千
五
百
円
（
学
生
千
三
百
円
）
飲
物
付
連
絡
先
／
０
７
５
１

８
８
１
１
７
７
６
５
塚
本
方

・
中
南
米
音
楽
、
ギ
タ
ー
弾
き
が
た
り
と
お
し
ゃ
べ
り
「
か
た

つ
む
り
」
「
素
朴
な
詩
編
」
他
数
曲
。

●
講
座
・
言
葉
を
紡
ぐ
（
第
九
回
）

日
時
／
二
月
二
十
五
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分

場
所
／
論
楽
社
（
左
京
区
岩
倉
中
在
地
町
一
四
八
）
講
師

／
加
藤
典
洋
氏
（
文
芸
評
論
家
・
明
治
学
院
大
学
助
教
授
）
主

題
／
「
そ
れ
か
ら
」
ｌ
“
以
後
”
の
生
き
方
参
加
費
／
千

円
（
高
校
生
以
下
六
百
円
定
員
／
八
十
人
（
先
着
順
、
要
予

約
冠
０
７
５
１
７
１
１
１
０
３
３
４
）

・
加
藤
典
洋
氏
一
九
四
八
年
山
形
県
生
ま
れ
。
東
大
文
学
部

卒
。
著
書
『
ア
メ
リ
カ
の
影
』
（
河
出
書
房
）
『
批
評
へ
』

（
弓
立
社
）
『
君
と
世
界
の
戦
い
で
は
、
世
界
に
支
援
せ
よ
』

（
筑
摩
書
房
）
『
日
本
風
景
論
』
（
講
談
社
）

●
終
わ
れ
な
い
水
俣
展

日
時
／
二
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
（
十
時
～
二
十
時
）
場
所

／
毎
日
ホ
ー
ル
（
三
条
通
寺
町
西
入
ル
）
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
六
Ｆ
会
議
室
（
講
演
シ
ン
ポ
の
み
）
・
第
一
部
Ｗ
・
ユ
ー

ジ
ン
・
ス
ミ
ス
写
真
展
・
第
二
部
水
俣
病
歴
史
考
証
館
↓
京
都

移
動
展

Ｉ
且
曼
、
○
弔
さ
量
武
当
○
ミ
、
員
一
、
哺
最
首
悟
氏
講
演
会

・
二
十
五
日
（
日
）
一
三
時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
私
た
ち
に
と
っ
て
水
俣
病
と
は
．
何
故
私
た

ち
は
闘
い
続
け
る
の
か
」

・
料
金
／
大
人
五
百
円
（
前
売
四
百
円
）
高
校
生
二
百
円
講
演

シ
ン
ポ
は
別
料
金
五
百
円

●
第
七
期

部
落
解
放
基
本
法
を
考
え
る
府
民
講
座

日
時
／
二
月
二
十
一
日
一
八
時
～
二
十
時

会
場
／
京
都
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
（
中
京
区
烏
丸
夷
川
上
ル
）

テ
ー
マ
／
女
を
生
き
る
講
師
／
花
柳
幻
舟
受
講
料
／
千
円

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
無
門
館
の
催
し

・
二
月
二
十
一
日
（
水
）
一
九
時
開
演
最
後
の
見
世
物
小
屋

芸
人
安
田
里
美
『
人
間
ポ
ン
プ
』
木
戸
銭
／
千
円

・
三
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

さ
く
ら
部
隊
生
き
残
り
池
田
生
二
辻
立
ち
路
道
『
芭
蕉
異

〈
記
念
企
画
〉

二
十
一
日
（
水
）
一
八
時

映
画
上
映
会
「
水
俣
病
そ
の
二
十
年
」
他

二
十
二
日
（
木
）
一
八
時

映
画
上
映
会
「
無
事
な
る
海
」

二
十
三
日
（
金
）
一
八
時

映
画
上
映
会
「
海
と
お
月
さ
ま
」

二
十
四
日
（
土
）
’
七
時
三
十
分

ａ

弔
癖
伊
臆
蝋
岼
鱈
糟
罰
蝿
辨
漁
耐
鰡
齢
網
壁
瞬
罐
罰
礁
》
窪
韻
脚

他
ｊ
Ｉ

謡
、
，
言
・
領
》
●
華
綜
燭
津
銃

※イベント情報をお寄せ下さい。 62



間
』
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
？
」
第
四
回
二
月
二
十
八
日
十
時
～
十

●
第
五
回
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
み
ん
な
で
遊
二
時
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
「
何
が
で
き
る
か
な
あ
？
」
第
五

ぼ
う
』
回
三
月
七
日
十
時
～
十
二
時
京
都
社
会
福
祉
会
館
「
心
を
開

二
月
二
十
五
日
（
日
）
一
回
目
一
二
時
三
十
分
い
て
と
も
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

二
回
目
一
四
時
四
十
分
場
所
／
本
願
寺
会
館
大
ホ
ー
ル
東
定
員
／
二
十
名
受
講
費
／
千
五
百
円
申
込
先
／
京
都
ボ
ラ

映
ま
ん
が
映
画
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
「
お
そ
松
く
ん
」
ン
テ
ィ
ア
協
会

入
場
料
／
大
人
・
千
五
百
円
子
供
・
千
円
（
当
日
券
は
三
百
●
第
四
期
シ
ル
バ
ー
エ
ｉ
ド
〈
専
門
講
座
〉

円
ア
ッ
プ
）
問
合
せ
／
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
上
・
堀
川
Ｉ
二
月
三
日
福
祉
制
度
の
構
図
Ｉ
加
藤
博
史
Ⅱ
二
月
十
日

丸
太
町
下
ル
京
都
社
会
福
祉
会
館
一
Ｆ
０
７
５
‐
８
４
２
１
０
福
祉
制
度
の
構
図
Ⅱ
加
藤
博
史
Ⅲ
二
月
十
七
日
カ
ウ
ン
セ

６
５
７
リ
ン
グ
園
昌
和
Ⅳ
二
月
二
十
四
日
地
域
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
受
講
生
募
集
イ
ア
水
谷
洋
一
Ｖ
三
月
三
日
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
佐
々

①
制
度
と
政
策
を
理
解
す
る
（
精
神
衛
生
法
な
ど
）
②
施
設
サ
木
政
人

Ｉ
ビ
ス
を
理
解
す
る
③
精
神
科
診
療
所
・
作
業
所
を
理
解
す
る
時
間
／
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
四
五
分
場
所
／
京
都
社
会

④
．
⑤
精
神
科
病
院
・
作
業
所
の
見
学
（
市
内
・
府
下
十
ヶ
所
）
福
祉
会
館
二
Ｆ
第
十
一
会
議
室
（
上
・
堀
川
通
丸
太
町
下
ル
）

⑥
回
復
者
か
ら
の
提
言

申
込
先
／
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

定
員
／
五
十
人
日
時
／
二
月
十
五
日
～
三
月
二
十
二
日
一
●
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
交
流
会

三
時
三
十
分
か
ら
～
’
五
時
三
十
分
受
講
料
／
五
千
円
（
協
ｌ
柳
沢
寿
男
監
督
に
聞
く

会
員
四
千
五
百
円
）
場
所
／
京
都
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
『
福
祉
を
問
い
続
け
て
』
映
画
上
映
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）

④
講
座
第
七
回
視
覚
障
害
者
と
と
も
に
「
甘
え
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
」
日
時
／
二
月
十
八
日
十
三

第
一
回
二
月
七
日
十
時
～
十
二
時
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
上
．
時
～
十
六
時
場
所
／
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ル
（
上
・
室
町
通

堀
川
丸
六
町
下
ル
）
「
は
じ
め
ま
し
て
」
出
水
上
ル
）
前
売
り
千
二
百
円
当
日
千
五
百
円
中
高
生
六

第
二
回
二
月
十
四
日
十
時
～
十
二
時
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
百
円
主
催
／
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
イ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ

（
北
・
千
本
北
大
路
下
ル
）
二
緒
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
リ
ー
（
０
７
５
１
７
７
１
１
２
５
９
４
）

第
三
回
二
月
二
十
一
日
十
時
～
十
二
時
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

…
￥

愚
鬮
鬮
鰯
嚇
騒
鬮
畷
睡
牌
陽
隠
濁
蕊
荊
割
剰
到
馴
”
騨
燃
蝋
燃
蜘
測
歳
勤
簿
厭
鍵
魏
翻
豊
ゞ
ｉ
囚
、
『
、
奄
壹
、
『
』
ミ
ー
唾
、
延
菫
盲
Ｉ
慰
謝
罵
迦
鰯
翻
繍
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が
多
い
が
、
選
挙
の
際
の
そ
れ
は
売
名
行

為
が
伴
う
だ
け
に
、
も
の
欲
し
気
で
賎
し

く
感
じ
ら
れ
る
。
国
政
選
挙
や
地
方
選
挙

の
前
に
、
街
頭
ポ
ス
タ
ｉ
を
貼
り
、
立
候

補
し
な
い
輩
の
こ
と
で
あ
る
．

去
年
八
月
の
京
都
市
長
選
挙
の
立
候
補

者
は
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
多
い
九
人
で
あ

っ
た
が
、
告
示
直
前
ま
で
、
市
の
元
助
役

や
右
京
区
の
医
師
が
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出

し
て
い
て
、
十
人
を
越
え
そ
う
な
情
勢
で

あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
公
営
の
ポ
ス
タ
ｉ
掲
示
場

の
ス
ペ
ー
ス
を
当
初
十
人
分
に
し
て
設
置

し
た
京
都
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
急
拠

十
六
人
分
に
増
や
す
破
目
に
な
っ
た
。
｝
、

れ
に
要
し
た
一
千
万
円
近
い
費
用
は
結
局

無
駄
で
あ
っ
た
。

被
選
挙
楢
が
あ
り
、
立
候
補
の
意
志
が

あ
れ
ば
堂
々
と
出
れ
ば
よ
い
。
先
の
医
師

な
ど
い
ち
早
く
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、
一
番

多
く
車
を
走
ら
せ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
呼

び
か
け
て
い
た
が
，
直
前
に
な
っ
て
突
然

降
り
て
し
ま
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
政
策
ま
で

聞
か
さ
れ
た
市
民
は
大
変
迷
惑
で
あ
（
《
た
。

今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
も
、
突
然

降
り
た
人
物
が
い
る
。
昨
年
の
秋
か
ら
、

早
々
と
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
し
て
．
い
た
こ

の
自
民
党
の
府
議
に
対
し
て
は
、
衆
院
京

都
一
区
選
出
の
現
職
の
二
人
の
自
民
党
議

世
の
中
に
は
ハ
ッ
タ
リ
を
き ’

員
が
、

か
す
人
間

’

1

1

な
ど
、

す
か
つ

思
わ
せ

な
い
と

い
て
引

い
。
な
か
な
か
し
ん
ど
い
こ
と
で
あ
る
．

「
京
都
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」
は
こ
れ

ま
で
数
人
に
よ
る
同
人
雑
誌
的
な
運
営
方

法
で
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
株
式
会

社
「
鴨
叡
出
版
」
を
設
立
し
、
会
社
組
織

で
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
体
裁
を
一
新
し
ま
し
た
。

鴨
叡
出
版
で
は
、
今
後
新
書
版
ス
タ
イ

ル
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｓ
」
（
仮
称
）
を
定
期
的
に
出
版
す
る
方

針
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
（
Ｍ
）

が
、
一
層
汚
れ
る
。
そ
れ
な
り
の
決
心
を

し
て
金
を
使
う
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
降
り

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
も
の
が
戻
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
有
播
者
は
、
彼
ら
の
売

名
行
為
が
ど
う
い
う
形
で
生
か
さ
れ
る
の

か
、
し
っ
か
り
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

だ
で
さ
え
看
板
類
で
汚
い

る
が
、

』
『
ノ
ー
〕
‐
〆
）

選
挙

け
の
人
間
と
割
り
切
れ
ば
よ
い

’
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
株
に
関
る

資
金
面
で
ク
リ
ー
ン
な
印
象
が
う

た
だ
け
に
、
あ
る
い
は
本
物
か
と

た
．
と
こ
ろ
が
、
公
認
が
得
ら
れ

決
ま
る
と
、
す
ぐ
に
シ
ッ
ポ
を
巻

き
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ

間
と
割
り
切
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ

暮
れ
の
街
頭
討
論
会
な
ど
ど
う
い

だ
っ
た
の
か
…
・

毎
に
こ
う
い
う
輩
が
出
る
と
、
た

え
看
板
類
で
汚
い
文
化
観
光
都
市

住まいがむさ説
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「
花
見
小
路
店
』
佗
兄
小
詫
閥
黍
ド
ル

竜
猛
Ⅱ
５
２
５
／
３
３
３
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『
末
吉
町
店
」
ざ
お
ん
水
尚
町
切
油
し
角

な
飴
Ⅱ
５
５
１
／
３
３
３
１

「
木
反
町
店
」
測
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町
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薬
師
凡
弄
ヨ
コ
東

五
膳
Ⅱ
２
２
１
／
５
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弛
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ト
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水
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町
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ピ
ル
５
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Ⅱ
２
５
６
／
１
３
４
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「
祇
國
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縄
下
凹
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ｔ
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ヴ
ー
ノ
リ
エ
ギ
オ
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冠
睦
Ⅱ
５
３
１
／
１
１
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祇
函
店
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白
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縄
手
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魅
１
５
３
１
／
５
１
７
５

「
東
京
乃
木
坂
店
」

港
区
赤
坂
９
‐
６
‐
測
ら
＊
塩
フ
レ
ー
ズ

竃
猛
Ⅱ
伽
４
０
８
／
８
８
２
５
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峡
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嘉
な

「
赤
垣
店
」
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坂
２
丁
目
喝
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賜
１
ｍ
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柳
ピ
ル
Ｂ
Ｆ

竜
話
Ｉ
ｍ
５
８
２
／
２
２
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『

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
峰
ｗ
‐
垂
れ
才

末
吉
町
縄
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東
入
サ
ヵ
タ
ビ
ル
４
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４
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昴
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ｌ
ル
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小
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消える昭和の“芝居小屋”
京都・南座全面改修へ

昭和4年に出来た建物も60年を経て老朽化

櫓と破風を備えた外観を残してほしいという声も
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